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Ⅰ （社）日本観光振興協会の会員構成 

 
●支部別会員数                       ●業種別会員数 

支部名 会員数 

北海道支部 76 

東北支部 61 

関東支部 281 

中部支部 93 

関西支部 87 

中国支部 58 

四国支部 38 

九州支部 98 

会員総数  792 

 

 

                                            (平成 23 年 7 月 1 日現在) 

 

●業種別会員割合 

 

業種別 会員数 

都道府県 47 

市町村 195 

都道府県観光協会・連盟 47 

市町村・その他観光協会 143 

観光関係団体 66 

運輸交通 100 

旅行業 65 

観光施設・宿泊施設 38 

その他 91 

会員総数  792 
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Ⅱ 国内宿泊観光旅行の実態と志向 
 

（平成22年度版「観光の実態と志向」（社）日本観光振興協会より） 

 

１．過去１年間の実態 －宿泊観光旅行 

 

項 目 

平 成 21年 度 

（1,000円高速 導入後） 

宿泊観光旅行の実態 

平 成 20年 度 

（1,000円高速 導入前） 

宿泊観光旅行の実態 
 1)参 加 率        ４９．８％        ５０．４％ 

 2)参加回数   

    全体平均       １．０８回       １．１０回 

   参加者平均       ２．１７回       ２．１８回 

 3)実 施 月   ８月が １６．９％でピ－ク   ８月が １５．２％でピ－ク 

 4)目 的 地   県   内        １３．６％  

  県   外        ８３．３％  

 5)出発した日   平   日        ３３．３％   土・日・祝        ３１．９％

  土・日・祝        ２９．８％  平   日        ３１．３％

 6)主な目的 ①慰安旅行         ３６．８％ ①見物・行楽        ３３．７％

 ②見物・行楽        ３０．６％ ②慰安旅行         ３３．５％

 ③スポーツ活動        ９．３％ ③スポーツ活動       １０．１％

 7)行   動 ①温泉浴          ４５．５％ ①温泉浴          ４８．２％

  (複数回答) ②自然の風景を見る     ４５．２％ ②自然の風景を見る     ４３．９％

 ③名所・旧跡を見る     ３２．７％ ③名所・旧跡を見る     ３３．４％

 8)主な行動 ①温泉浴          ２２．５％ ①温泉浴          ２３．１％

 ②名所・旧跡を見る     １２．９％ ②名所・旧跡を見る     １１．８％

 ③レジャーランド・テーマパーク９．２％ ③自然の風景を見る      ９．５％

 9)同 行 者 ①家 族          ４６．０％ ①家族           ４６．９％

 ②友 人・知 人      ２４．９％ ②友 人・知 人      ２０．４％

 ③家族と友人・知人     １２．５％ ③家族と友人・知人     １２．３％

 10)同行人数 ①２～３人         ３６．０％ ①２～３人         ３４．７％

 ②４～５人         ２６．３％ ②４～５人         ２６．７％

 11)利用交通機関 ①自家用車         ５４．９％ ①自家用車         ５０．０％

(複数回答) ②ＪＲ鉄道         ２１．１％ ②ＪＲ鉄道         ２２．１％

 ③貸切バス         １７．４％ ③貸切バス         ２０．６％

 ④飛行機          １０．２％ ④飛行機          １１．６％

 ⑤私 鉄           ９．８％ ⑤私 鉄          １０．９％

 12)宿泊施設 ①ホテル          ４６．４％ ①ホテル          ４４．５％

  ②旅 館          ３０．６％ ②旅 館          ３２．０％

 13)宿 泊 数     平均 １．５６泊     平均 １．５４泊 

 14)旅行費用   

 総  費  用  ３７，１１０円  ４０，３７０円 

 宿  泊  費   １４，２４０円 注)旅行会社の募集団体 １５，６５０円 注)旅行会社の募集団体

 交  通  費    ９，７４０円  及び「職場、学校」 １１，０７０円  及び「職場、学校」

 土 産 の 費 用   ５，１００円  「地域宗教」の団体   ５，１１０円  「地域宗教」の団体

 観 光 行 動 費   ８，０９０円  を除く   ８，４００円  を除く 
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２．今後１年間の宿泊観光旅行の希望  
 

 1)参加希望率 ７７．２％ 

 2)参加希望回数 ２．１８回 

 3)希望季節 秋 ３５．０％、   春 １９．８％ 

 4)希望宿泊数 ２．０５泊 

 5)希望費用 総  費  用         ３５，７５０円

     １人当り宿泊費        １１，３４０円

 6)希望する旅行の ①温 泉 観 光           ７０．８％

  種類 ②リゾートライフを楽しむ観光     ２５．６％

  ③祭りや観光イベント         ２５．５％

   ④ドライブ観光            ２４．０％

    ⑤寺 社 観 光            ２１．１％

 

 

３．宿泊観光旅行の目的地（現住所地域別） 

 

 

 

 

 

宿泊観光に出かけた目的地は、居住都道府県外が83.3％、県内が13.6％で、県外が大勢を

占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現住所地域と目的地域の相関をみると、すべての地域で同一地域へ向かう比率が最も多

い。中でも、北海道（75.4％）、東北（58.9％）、九州 （65.1％）で同一地域内への旅行

の比率が高くなっている。また、同一地域以外では、東北が関東（22.8％）へ、甲信越が

関東（24.5％）へ、中部が関西（22.5％）へ、中国が関西（22.3％）へ向かうケースが比

較的多くなっている。 

13.6 83.3 3.2

居住都道府県内 不明居住都道府県外
(%)

北海道 東　北 関　東 甲信越 中　部 関　西 中　国 四　国 九　州

（計） 5.3 9.4 23.5 12.1 15.0 14.0 4.4 2.7 10.3

北海道 75.4 5.1 5.1 1.7 - 1.7 - - 1.7

東　北 2.2 58.9 22.8 3.1 4.0 3.6 1.3 - 1.8

関　東 3.1 8.7 37.0 17.7 16.1 7.0 1.3 0.9 5.1

甲信越 0.7 18.5 24.5 28.5 11.9 6.0 1.3 1.3 4.0

中　部 1.7 2.4 16.8 13.3 33.4 22.5 2.8 2.4 3.3

関　西 3.7 2.3 10.6 8.5 15.8 33.0 7.4 6.2 9.4

中　国 3.4 1.1 10.6 1.7 4.5 22.3 27.4 4.5 16.2

四　国 2.5 1.3 13.8 3.8 6.3 18.8 17.5 22.5 13.8

九　州 2.0 2.8 10.4 0.8 3.2 7.6 4.4 2.0 65.1

目的地 
居住地 
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４．宿泊観光旅行の利用交通機関（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガソリン価格高騰が続いている中で、自家用車を利用交通機関として選択する人の割合

が半数以上の54.9%を占めた。小さな子供連れの家族旅行や、少人数でのグループ旅行では

やはり自由度が高いこと、小回りが利くことが最大の要因と考えられる。そして交通機関

別の平均交通費で見た場合も、自家用車は5,850円と割安であるため、前年にもまして圧倒

的な割合の調査結果となった。観光の目的別に見ると、自家用車の利用が多いのが、アウ

トドアレクリエーション、避暑・避寒、スポーツ活動。JRの利用が多いのが、祭り・イベ

ント、自然・名所等の見物・行楽、趣味・学習・見学。貸切バスの利用が多いのが慰安旅

行。飛行機の利用が多いのが、自然・名所等の見物・行楽。このように、目的別による交

通手段の特徴がみられる。 

また、平成21年３月より実施されている、制限付きながらも高速道路料金1,000円の導入

により、自家用車での旅行は間違いなく増加している。一方、渋滞の著しい増加や、Co２

排出量増加による環境破壊、鉄道・バス・航空・フェリーなど公共交通機関への打撃等弊

害も懸念されるところである。 
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５．旅行費用と宿泊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1人・1回あたりの旅行費用においては、実態が38,260円（－3,950円）と大幅に減少し、ま

た、１泊当たりの旅行費用も減少しており、節約志向がますます進んでいる結果となった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平均宿泊数の実態においては1.55泊（+0.01泊）とほぼ横ばいになっている反面、希望にお

いては2.05泊（+0.1泊）と比較的に大きく増加し、実態と希望の差が深まる結果となった。 
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Ⅲ 日本人の余暇の現状と余暇市場の動向 
 

（「レジャー白書2010」公益財団法人日本生産性本部より） 

 

 

１．余暇活動への参加人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『上位３位では、「外食(日常的な物をのぞく)」「ドライブ」「国内観光（避暑、避寒、

温泉）」の種目構成に変化はないが、外食が３位、ドライブが１位と順位に逆転が生じ

ている。話題を呼んだ高速料金値下げが追い風となり、「ドライブ」の参加人口も伸び

ている。（中略）「国内観光旅行（避暑、避寒、温泉）」は順位は不変、参加人口は伸

びを示しているが、これは主として前述のドライブや日帰り旅行に関する動きと思われ、

宿泊旅行はいぜん苦戦している。』 
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２．余暇の市場動向（観光・行楽部門） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『土日・祝日の高速道路上限料金を1000円とする割引や、平日の全時間帯に３割引を導

入するなど、ＥＴＣを活用した高速道路料金の引き下げが、平成21年３月以降、順次行

われた。特に、いわゆる「1000円高速」は、ドライブ旅行への波及を期待する声が大き

かったが、実際は遠方への日帰り旅行の需要を喚起したものの、宿泊旅行への貢献は低

かった。人気のある宿泊施設は土日も集中していつも満席であり、これ以上増えないと

いう声もある。逆に、平日の旅行需要が休日に若干移行した面もあるようだ。休日は混

雑するため、高速道路の利用を避けるケースも出てきた。』 


